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佐賀大学同窓会報 20237.1

お知らせ します.

「世界初ダイヤモンド半導体パワー回路を開発―

高速スイッチング、長時間連続動作を実証一」

4月 17日 、全国の新聞朝刊に一斉に掲載 され、

Yahoolな どのネソトニュースでもトップで報 じられ

ました。既に多くの方がご存 じかもしれません.

この技術は世界中の研究者が挑戦 していましたが、

誰も成功 していなかった非常に難 しい技術でした。

現在の半導体の上台はシリコンで出来ていますが、

これ以上の高速、大容量は限界に近づいていました。

ダイヤモンド半導体はそれらのブレイクスルーであ

ることは自明の理でしたが、その難 しさに誰も成功

していなかったのです。それを佐賀大学嘉数教授の

グループが世界に先駆けて開発に成功 しました。こ

こまで来るには一筋組ではなかったことは想像に難

くありませんc先生方の御労苦に対し心からの喝采

の拍手を送 りたいと思います。詳しく知 りたい方は

「佐賀大学 ダイヤモンド半導体」と検索 してくだ

さい.多数の記事が羅列されるはずです。

この成果によ り「半導体・オブ・ザ・イヤー

2023」 を受賞することになったことが、佐賀大学の

プレスリリースで報告されていますc昨年のホーム

カミングデーでのリージヨナル・イノベーションセ

ンター見学の際に、あと少 しのところで完成という

話で「これが出来ればノーベル賞も夢ではありませ

んよ」 とのことで した。そこで、ホームカミング

デー開会式の私の挨拶の中でも、ノーベル賞を期待

しています、と話をしていましたcその夢を正夢に

変える日も近いことと確信しています。現在の母校

の研究成果はめざましいものがあります。会員の皆

さんもご期待 ください。佐賀大学の研究成果を展示

しているリージヨナル・イノベーションセンターは

いつでも見学できます。訪ねていただければ、より

よい刺激を受けられるでしょう。

コロナ明けの生き方とは、自1分の内に閉じこもら

ず、外に日を向け視野を広げ若々しくあることが肝

要ではないかと思います。是非、同窓会をその一助

にしていただければ幸いです。

し

支部強化部部長 山  口 久 美 子

令和 4年 11月 19ロ エスプラッツ3Fで 開催された佐賀県

青春寮歌祭は、心配されたコロナ禍にもめげず、14校 もの

全国からの出演を得て、盛会裏に幕をおろすことができま

した。毎回、各校からステージ奥に所狭 しと5m～ 7mも
ある大きな懸垂幕がかかげられ、華やかさを一層引き立て、

会の盛 り上が りに一役かってくれるのですが、残念なこと

にこれまで「佐賀大学同窓会」の懸垂幕がなかったため、

いつも「佐賀高等学校」と書かれた懸垂幕をお借 りして出

場 していましたc

この度、思いきって「佐賀大学同窓会」の銘入 りの5m
の長さの懸垂幕と小旗を仕立てていただきました。小旗は

高さ1.5mで支え台もついていますので、小部屋での活用

も可能です。

普段は全学同窓会の事務局に保管していますので、事前

に全学同窓会 (0952-23-1253)へ 借用申し込みをしてい

ただき、ご活用ください.

各種行事の折や地区会、支部会開催の折には、功を奏す

効果があるかと思います。

小旗 懸垂幕

「懸垂幕・小旗」を

ぜひご活用ください :

「

―
“

一
２

一

一
　

　

一

一
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大学|こ来でみま:せ:ん力曝!: ■,■
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佐賀大学理工学部 4号館の2020年度改修にともない、その 1階に理工学部部門共有スペースとして、

「デザインギャラリー」が新たに開設されました。菱実会では、その一角に企画された地域連携壁プロ

ジェク トに賛同し、有田焼陶板タイル作品を共同で寄贈 しました。2021年 4月 7日 に、関係者向け「理

工学部 4号館デザインギャラリー内覧会」が開催され、菱実会から穂屋下茂会長が招待され、理工学部

長はじめ関係者から今回の寄贈について謝意をいただきましたc

本作品「有田焼瑠璃百段階卍 (陰 )(陽 )2021」 のデザインは東京2020オ リンピック・パラリンピッ

クエンブレムをデザインした美術家・野老朝雄氏、陶板制作は寺内信二氏 (李荘窯代表)に よるもので

あり、100段 階の瑠璃色・計800枚の有田焼の陶板を用いた、2m× 2mの 2つ (1対)の大作です.

理工学部 4号館 1階デザインギャラリーは食堂や売店があるかささぎホールと向かい合う位置にあり

ますc今後はこの作品とともに佐賀大学本庄キャンパスにおける学生等の新 しい憩いと交流の場として、

また佐賀大学理工学部の新 しい教育研究の場として、国内外に広 くアピールできるものと大いに期待で

きます。同窓生、保護者の皆様におかれましても、ご来校の機会があればぜひご覧いただければ幸いで

す.                     文責 :後藤隆太郎、測上貴由樹 (佐賀大学理工学部)

野老氏作有田陶板作品紹介 作品横の銘板

冒蒼冬‡健軋「ヽ 渕:驚

慇蝙ヅ瘍方はヽぜひ《左罠☆了舅饉ヽ金霙馘蜃
|
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骰心蜻幌勒晰 覺mlRI骰徒文m・

今年度の春期定例会は令和 5年 4月 20日 いに佐賀

大学「菱の実会館」で開催したc

審議の結果、令和 4年度事業報告、決算報告、令

和 5年度事業計画案 。予算案及び新役職員が承認さ

れた。

昨年度までの理事長だった市場正良氏が退任 し、

後任として松尾和俊氏 (経済学部)が新理事長に就

任 したc

疇.嚢鐘斃織艤鑢

佐賀大学同窓会報「楠の葉」37号、38号発行、

37号は会員へ発送し、38号はホームページで公開。

倉.事纂;量動

輝)難夕ぶ贅議議嚢、饉鸞鷺綺繭削会等鸞議

新型コロナウイルス感染拡大防止措置のた

め、全ての支部会・地区会の開催はなかっ

た。

馘)無賀大鬱と鐘賛爽攣爾憲畿なの量見賽換奎

令和 4年度は、10月 4日 (火)に 佐賀大学「菱の

実会館」で開催 した。

大学側か ら13名 、同窓会側か ら13名 が参加

し、双方から考えを出し合い、有意義な意見

交換会となった。

3)饉賀大攣較寵会への支援

校友会費として2,188,270円 の支援

(1人2,500円 )

雄)鼈策大学同蓬会会長鐵

令和 4年度は6学部から推薦された個人 4名
と2団体に授与 した。

佐賀大学学位記授与式 (令和 5年 3月 24日 )

の中で全学同窓会会長から授与した。

5)饉賀県膏驀撥歌祭

2年間コロナ禍の影響で開催ができていな

かったが、令和 4年度は、11月 19日 (土)に 佐賀

市交流センター「エスプラッツホール」で開

催 した。

本庄、鍋 島キ ャンパ ス大学祭 に支援 を行 っ

た。

・鍋島キャンバス 学 1貢1祭

令和 4年 5月 21日 吐卜 22口 1日 1

・本庄キャンパス 大学祭

令́禾日4イ1110月 29日 1土 )

7)番の範

佐賀大学同窓会の「懸垂幕・小旗」を作成し

た (青春寮歌祭や支部会、地区会で活用 して

ほしい)。

令和 4年度事業の継続と充実を図る。

新型コロナ禍の影響で過去 3年間開催されていな

いが、同窓会会員の交流の場である支部会・地区会

が今年度は開催されることを期待する。

【単位 |千円】

冒 魃

収入の部

前年度繰越金 5,501 3,940

人件費生産分 1.027 1,760

収納金 9,769 9,845

雑収入 130

合計 16,427 15,675

支出の部

運営費 6,837 6,805

業務・活動費 5,650 5,698

予備費 3,172

合計 12,487 15,675

収入16,427-支 出12.487=残 高3.940(次年度へ 1巣越う

130



役  職 担当 氏 名 学部卒年学科 役 職 担  当 氏  名 学部卒年学科

〈
ム 長 佐賀大学同窓会 水田 和彦 農学・S51農土 理 事 情報管理部 古島 智恵 医学・Hll看

副会長 有朋会   山田 直行 教育・S47美 大谷  誠 理工 ・H6情

芸術地域デザイン

学部同窓会
石丸 圭汰 芸地 ・R2芸 田中 宗浩 農学 ・H4生

楠葉同窓会 江口 達也 1 経済 S60経 学生支援部 緒方 俊昭 教育 ・S52美

佐賀医科大学・佐賀大
学医学部同窓会

江固有一郎 医学・H6医 大塚 浩司 経済 ・S59経

理工学部同窓会 穂屋下 茂 理工 ・S49機 矢ケ部伸也 医学・H9医

農学部同窓会 森田  昭 農学・S52農学 山口 智啓 理工・S52生機

理事長 庶務部長 松尾 和俊 経済 ・S62経 松尾 信寿 1 農学・S63園芸

副理事長 会報発行部長 鐘ヶ江直雅 農学 ・S56農化 支部;蛍 イヒ音「 堤 公― 1 教育 H6小

情報管理部長 山中 輝樹 理工・H6情 /」 法ヽ」 貝||三子 経済・S62経

学生支援部長 坂田 智宏 経済 ・S62経 松下 英友 医学・H14医

支音Б強イ蹄Б長 山口久美子 教育・S41小 島 公二武 理工 ・S50機

理  事 庶務部 黒木 正孝 教育・S53小 吉賀 豊司 農学・H2園芸

中川 哲也 経済・S51経 監  事 末次 利隆 教育 ・S51中

川久保 愛 医学・H19看 黒木 泰彦 経済 ・Hll経

牧瀬 稔子 理工・S59数 吉岡めぐみ 医学 ・H12看

野中 一弥 農学・H元農化 中島 道夫 理工 ・S47化

会報発行部 徳安 和博 教育・H2美 瀬尾 裕― 農学 ・S63農学

中島誠一郎 経済 ・H12経 理 事
|

事務局長 宮崎 祐治 教育・S54小

相島 慎― 医学・H8医 顧 間 久間 善郎 文理・S37法

小玉 純士 理工 ・S62建 宮島 豊秀 教育・S35小

情報管理部

郡山 益実 農学・H7生 金丸 安隆 農学・S43農

中村 隆敏 教育・S61美 川副  操 農学・S44農土

八谷 浩司 経済・S61管 事務職員 姉川 悦子 ・宮司佐和美

佐賀大学同窓会報 2023.7.1 第 39号

ダ
募)ヽシ 令和5(2023)年度佐賀大学同窓会役職員名簿 <クで峯

≒
※芸術地域デザイン学部同窓会からの役員は副会長のみとする。 R55現 在

饂釉大攣爾窓会予鑽巫鶉%の褥分

《佐賀大学同窓会及び各学部同窓会の事務職員 (主な担当同窓会)》

宮崎 祐治

姉川 悦子

宮司佐和美

高松 京子

末次員喜子

佐賀大学同窓会事務局長

佐賀大学同窓会 楠葉同窓会 (文理学部・経済学部)

佐賀医科大学・佐賀大学医学部同窓会 農学部同窓会

佐賀大学同窓会 楠葉同窓会 (文理学部・経済学部)

佐賀医科大学・佐賀大学医学部同窓会 農学部同窓会

有朋会 (教育学部・文化教育学部)芸 術地域デザイン学部同窓会

菱実会 (理工学部)

同窓会事務局職員一同、佐賀大学同窓会と各学部同窓会の円滑な推進のために頑張っています_

同窓会会員の皆様、佐賀大学と同窓会の発展のために今後ともご支援ご協力をお願いします.

〔
轟

〔
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『彊翁順朋

『佐賀大学美徳館の竜◎燿年権支え繹一員として』
佐賀大学美術館 事務補佐員 (10周 年展アシスタント)本華山  朋 子  (文化教育・H26年卒)

2010年、文化教育学部美術・工芸課程に入学 し、   改めて気づ くことが出来ました。

2013年 に佐賀大学美術館が開館 しました。新 しい美

術館で卒業制作の展示ができることにワクワクした    10周 年記念展は トークセッショ

有朋会

ことを覚えていますら昨年子育てや夫の転職の都合

で佐賀に移住 し、新たな環境で職を探 していたとこ

ろ、偶然にも佐賀大学美術館の開館10周 年記念特別

展のアシスタント業務の機会に恵まれました.

この仕事では、講師の先生方とのや り取 りや出品

作家の先生方との打ち合わせの日程調整などを担当

していますiフ ィールドワークに同行したり、新 し

い知識に触れたりする業務を通 じて佐賀の魅力にも

ンと展示セッションの2部で構成されていますこ現

在は、 1専 物館や美術館の専門家を招いて、 トーク

セッション「地域歴史芸術私たちは何をどう保存す

るのか ?」 を開催中です。展示セツンヨンは9月 9

日仕)か ら開催されます。全力でサポー トしていきま

すので、皆さんもぜひ美術館に足を運んでみてくだ

さいc

贋彊会ICW

「佐賀 :こ来て7年目の今年』

私は佐賀大学芸術地域デザイン研究科を今年の 3

月に終了し、 4月 から地域デザイン学部の教務補佐

員として佐賀大学で働いています.大分から佐賀に

来ていつの間にか 6年が過ぎました
「 佐賀に来た時

に想像 していたよりもだいぶ長 くなっていて驚いて

いますc

昨年の2022年から佐賀大学と佐賀ダイハツによる、

若手アーテイスト支援プロジェクトが始まっており、

私は2023年の10月 から4人 目のアーテイス トとして

佐賀ダイハツ販売 佐賀店で半年間展示をさせても

芸術地域デザイン学部同窓会

らうことになりました.個展のよ

うな形は初めてのことで緊張しま

すが、どのような展示にしようか

とても楽しみでもあります。この展示場は美術館な

どとは違い、作品を観る以外の日的を持って来られ

る方が多い場所です。そんな中たまたま観たけどな

んかよかったなと思ってもらえるようにしたいです。

また今後どうしていくかはまだ分かりませんが、

もうしばらくは佐賀で楽しみたいと思っていますc

芸術地域デザイン学部 教務補佐員 l林生  .=:葉 (芸地デ。R3年卒)

-
‐|_6_¬
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『菫会画朋 楠葉同窓会

私が経済学部 経営・法律課程 法務管理コースに

入学 したのは2006年 4月 c実家のある大川市から自

転車を漕ぎ、初めて大学へ向かう際に見た徐福サイ

クルロー ドの満開の桜並木を今でも鮮明に覚えてい

ます。

大学で過ごした 4年 間は、高校 までの生活 とは

うって変わって、自由で様々な人と物事との出会い

があり、私の人生の中でも最 も貴重でかけがえのな

い時間でした。自身が過ごした学生生活を振 り返 り、

今後は後輩たちを支える立場で大学と関わり続けて

いきたいという思いから、大学事務という仕事に就

くことを決めました。

しかし、ひとえに大学事務といっても部署によっ

て行う業務は多種多様で、実際に学生と直接応対す

ることがない部署も多 く存在 しますc現在私が所属

している医学部経営管理課においても、業務の中で

学生と関わることはほぼありません。私の担当では、

附属病院で購入している手術用の医療材料や医薬品

の契約を主に行っており、各診療科の先生方、看護

師、薬剤師さんらと連携 して、円滑な診療を可能に

佐賀大学医学部経営管理課  .古賀  千 春  (経済・H22年卒)

するために日々卸業者とやり取り

をしています。

私も初めは学生と直接関わるこ

とのできる学生系の部署で働きたいと思っていまし

たが、就職 してすぐの頃に上司から教わった「君の

仕事は全て大学をより良くすることにつながってい

る」という言葉で考えが変わりました。日の前に学

生がいなくても、私の仕事一つ一つが形を変えて先

生方や他の職員を通 じ、巡 り巡って学生や患者さん、

ひいては大学のためになっているのです。日々の業

務に追われ、仕事がおざなりになりそうなときこそ、

私はこの言葉を思い出し、もう一度気合を入れなお

すようにしています。

就職 してから本庄キャンパスでは、教務課・経理

調達課・総務課、そして鍋島キャンパスでは、医学

部総務課・経営管理課と、 2つのキャンパスで様々

な業務を経験 しました。気が付けばあのオフI並木を見

てからはや18年 、人生の半分を佐賀大学で過ごして

います。いくつになっても勉強の毎日ですが、これ

からも初心を忘れずに頑張 りたいと思っています.

『 彊翁順朋

この電車はどこ:こ行くのか
佐賀大学医学部腎臓内科

2008年 に佐賀大学医学部を卒業 しました、医学部

25期 の福田誠です。佐賀大学附属病院での 2年間の

卒後研修の後に内科学講座腎臓内科に入局しました.

佐賀県医療センター好生館、白石共立病院を経て、

2013年 より佐賀大学附属病院に勤務しています。10

年間の大学病院での勤務の中で、様々な同僚と時間

を共有することができました。出発点や行先が違っ

ても、この時間・空間を共有していることを電車の

車両に例えた漫画があります。新たな出会いと、別

れを毎年経験 しながら、同じ時間を共有した仲間を

次のステージに送 り出しています。医師の働き方改

革も日前に迫 り、医局運営も全体を俯厳しつつ医局

員個人のステップアップができるように対応 してい

くことが益々重要になっています。

医師の働き方改革は何も勤務時間だけではありま

佐賀医科大学・佐賀大学医学部同窓会

福 田   誠 (医学・H20年卒)

せん、多様性が認められるこの世

の中で、医師の働 く場所や内容も

様々になっています。佐賀大学医

学部の基本理念は「医学部に課せ られた教育・研

究・診療の三つの使命を一体として推進することに

よって,社会の要請に応え得る良い医療人を育成 し
,

もって医学・看護学の発展並びに地域包括医療の向

上に寄与するc」 とされていますが、「社会の要請」

も「良い医療人」の考え方も多様化 しており、地域

医療に魅力を感じる医師の数は減少 してきているこ

とを実感しています。

大学にいる者として、佐賀県の地域医療により興

味を持っていただけるような取 り組みを仲間と共に

頑張 りたいと思います.

「禰ど懸意鶴ベカ)らず重

_ヽ_
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『菫翁順朋

圃本磁馨発祥の地から

佐賀大学を卒業 し11年、現在、私は岩尾磁器工業

Ⅲ未1東京営業所に勤めてお ります。

本社は佐賀県有田町にあり、岩尾封山窯という有

田焼の窯元が始まりで、セラミックス製品の製造、

販売をおこなっています。セラミックスは、様々な

特性があり、焼き物や生活用品以外に、:|:場 の生産

設備や処理設備の一部にも使われています.

また、世の中では省エネルギー化や脱炭素社会に

向けた研究開発が進めいれ、機能性セラミソクスが

求められておりますじ

私は、研究開発を行っている企業や大学などの営

業窓口を担当してお り、当社が培ってきた成形加工

を中心とした基礎技術及び生産技術で、工業化に向

け業務に取 |,組み、日々奮闘しております。

私生活においては、今年 4月 から娘が小学校へ入

学、双子の息子たちが幼稚園へ入園し、 新生活が

理工学部同窓会 (菱実会)

岩尾磁器工業株式会社  森    子し明  (理工・H24年卒 )

スタートし、ようやく新しい環境に憤れ始めた頃で

す。

今年は子供たちと一緒に色々な経験、思い出を作

りたいと思いますc

順彊alcw

私は令和 4年に生物資源科学専攻を卒業いたしま

した。学生時には浅海千潟環境学研究室に所属 し、

千潟と浅海域における物質循環の研究を行いました。

卒業後は、株式会社オリエンタルコンサルタン

ノに入社 し、環境アセスメント業務や環境調査業務

を行っています。実際の業務では、生活環境 (大気

質、騒音等)及 び、自然環境 (動植物、生態系等 )

の現地調査の計画・実施、結果の取 りまとめ、報告

書の作成等を行うことが多いです.そ のため必要な

知識も能力も幅が広 く、得意分野はあれど何でもで

きる、そんな人材になれるように日々勉強し続けて

おります。

私生活では、入社後は関西支社勤務となり大阪で

1年過ごし、結婚を機に今年度から九州支社勤務で

福岡在住となりました。九州に帰ってきて、人や雰

|十1気 の良さ、飯の旨さなど数えきれないほどの九州

農学部同窓会

株式会社オリエンタルコンサルタンツ 大 塚  諄 史 (農学・R4年卒)

の魅力を再確認しましたcそ して、釣 りが生きがい

なので休みは妻の機嫌を取 りながら魚と虚iこ れたいと

思います。

置指せ環境翁万屋

「
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‐・ ‐|・ ‐ .■ ■■■■'■
■■■‐・       教育学部 北原 誠大

この度は、佐賀大学同窓会長賞という大変名誉ある賞を頂き、誠にあ |)が

とうございます.

私は、大学 3年時に「学生団体WIDE」 を高校の同級生と共に立ち [1げ、

翌年に「株式会社WIDE」 を創業いたしました.昨今、教員の長時間労働の

問題や少子化による部員減少の問題から、「部活動の地域化」が叫ばれてい

ますが、当社では、専門的な指導者を求める部活動を支援する事業を行って

おります。

会社を起こすにあたって、兜工学長や寺本理事をはじめURAの皆さんや

社会連携課の皆さん、教授の先生方には大変お世話になりました.こ の場を

借 りて御礼申し上げます。

4月 からも日本のスポーッ教育環境をよ |,よ くするために株式会社WIDE
で尽力して参 ります¨この度は誠にありがとうございました.

に

||~―  ||■ ■11■■:■
「111■ | ・

・

芸術地域デザイン学部 工藤 璃奈

この度は、佐賀大学同窓会長賞という大変名誉ある賞を授

与 していただき、誠にあ りがとうございます¨私はこの芸術

地域デザイン学部で学ぶ中で、芸術 と地域のあ り方について

国々考えてきました。そ して、情報デザインを尊攻 しながら

自らの表現方法を模索 してきました.そ の結果として、今回

の『TSUNAGIプロジェクト』にロゴマークが採用されたこと、

また、このような素晴らしい賞で評価いただけたことを嬉 し

く思います.ロ ゴマークを制作するにあたり、丁寧に指導 し

てくださった先生、刺激とアイデアをくれた同ゼミナール生

と友人にもこの場をお借 りして心よりお礼申し上げます[こ
の度は誠にありがとうございました.

11=‐ _・
■■■■‐|■■ 111・ ■ | ::

経済学部 団体 亀山研究宇 代表 西村美友生

この度は、佐賀大学岡窓会長賞という大変名誉ある賞を頂きま

したこと、亀山研究室を代表 して感謝中し上げます.亀 ||1研 究室

では外部の企業や行政と自ら連携 し、グループで考えた問題意識

の解決に向けて調査・研究を行います。この活動を通 して多くの

失敗を繰 り返しながらも、亀山教授や仲間と一致団結 し、ンンポ

ジウム開催、そして報告書作成など最後まで乗 り越えることがで

きました。亀山研究室では自ら考え、行動 したり、付加価値を牛

み出したり、相手の求めることを考え出したりと、 li体 的に活動

することが多く、大変有意義なゼミ活動時間となりました。今後

は在学中に学んだ経験を大いに活かし、よリー1署 精進 してまいり

ます=改めましてこの度は誠にありがとうございました、

‐

‐
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費費者の喜びの声
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医学吉|` 救命救急サークルSILS 代表 宇野 純加

この度は、佐賀大学同窓会長賞 という大変名誉ある賞をいただきましたことを、佐賀大学救命救急サークルSILSを

代表いたしまして感謝中し上げます。SILSと はSaga lnstructors of Life Supportの 略で、地域の学校等で一次救命処置

についての講習会を開き、その普及に努めてきました^目 の前で人が倒れたとき、誰 もが驚 きと焦 りで体が国まると

思います.ですが、救命処置の方法を少 しでも知っていることが、一歩を踏み出す勇気に繋がるのです.よ り多 くの

方に救命の輪に参加 してほしいという思いで私たちは活動 しています。今後は頼 もしい後輩たちが活動を引き継いで

くれます=私たち卒業生 もSILSで 得た経験を活かし、よリー層精進いたします^こ の度は誠にあ りがとうございました。

|■|■
‐・・・‐1■ 11■ |■|:==|‐        理工学吉|` 古賀 あみ

この度は佐賀大学同窓会長賞という大変名誉ある賞をいただき誠にありが

とうございます.

私は不登校児のための理科の実験教宇「くすの実」にボランテイア活動と

して積極的に参加いたしました。ボランティア活動を通して学んだことは私

にとつて貴重な経験となりました。この経験を活かして、地域の活性化等に

貢献できるように一層精進 してまいります。また、大学院に進学しておりま

すので、「くすの実」のボランティア活動は続けていく所存です.こ の度は

誠にありがとうございました。

|‐ ■‐1' 1■ |11■ ||:「‐■ ‐■■‐|.‐ .・

農学吉IS 新宮 仁大

この度は佐賀大学 1司 窓会長賞 という大変名誉ある賞を頂き誠に

あ りが とうございます.私は農学部のシステム生態学研究室で 2

年間、佐賀平野における在来カラス類の生態について研究を行い

ました_人 間の環境 を巧みに利用するカラス類に興味があ り、そ

れらと人間の共存に少 しでも役に立ちたいという思いからこの研

究に取 り組みました.多 くの方々に支えていただいたこの 2年 間

ですが、何より指導教員である徳田教授のおかげで、地方自治体・

民間企業の会議や実証実験、カモ類の研究など、た くさんの活動

に関わることができました.こ の場を侍 りてお礼申し上げます。

この受賞を励みにこれからもよリー層精進 してまい ります=こ の

度は誠にあ 1,が とうございました。

|■口)
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理事長就任にあたり

今回は楠葉同窓会から理事長を選任することにな

り、前江国会長から「理事長、どおね?」 と打診い

ただき微力ながら就任させていただくこととなりま

した。

私は、昭和62年 卒ですが銀行の経験を経て旧佐賀

医科大学に拾っていただきました。その後、1日 佐賀

大学へ転任、両大学の統合・法人化後は配置替えで

本庄と鍋島を3往復ほど経験 しました。本年 3月 ま

では美術館に勤務 しておりましたが、音のなつかし

い佐賀大学や学生たちの様子を写真で振 り返る展覧

会「今は昔の佐賀大学」にはたくさんのOBの 方々

松  尾  和  俊   (経済学部 。S62年 卒 )

においでいただき、とてもよい思い出となりました.

現在は、美術館横の産学連携プラザ内にあるリー

ジヨナル・イノベーションセンターにて資格を活か

し知財の専門職として、特許手続きや企業様との契

約、ライセンス交渉等の職務に従事 しておりますc

これまで楠葉同窓会で10年近 く会報誌の制作に携

わってきましたが、この度の就任を機に大学同窓会

の活動や運営そのものに関わることとなりました。

佐賀大学同窓会として会員のみなさんや現役の学生

たちに何ができるのかを改めて考え、同窓会活動が

より実 りあるものになるよう尽力していきます。

軋睾鰈鰺骰饂霙鶉

前任の平野禎亮事務局長の後任として、 4月 より

事務局長の任を仰せつかりました宮崎祐治と申しま

す.有朋会の一員ですっ

全学同窓会の事務局長という大役を仰せつかった

ものの、まだまだ右も左 もわからない状態で、業務

の遂行につきましては、各学部の役員の皆様にご心

配やご不安をおかけしていることと思います。しか

(URL httpsi//koyukal.admln.saga_u.ac ip/hp/event html)

第11回佐賀大学木―ムカミングデー (令和 4年 11月 5日開催)の様子は、
こちらからこ覧ください。(URL httpsi//youtu.be/lvC881 PGJxM)

宮  崎
: 

祐  治   (教育学部 。S54年卒 )

し、早 く業務に慣れて、スムーズに遂行できるよう

精一杯努力していく所存ですので、どうか皆様方の

ご指導、ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。

微力ながら、佐賀大学同窓会関係者令ての方々の

お役に立てますよう精進 してまいりたいと思ってお

りますので、今後ともご支援、お導きをよろしくお

願いいたします。
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甲斐今日子

橋本 正昭

倉富勇一郎

小山 宏義

平川奈緒美

水口 昌伸

教授 教育学部

教授 教育学部

教授 医学部

准教授 医学部

准教授 医学部

准教授 医学部

林  信行

上田 敏久

尾崎 岩太

五十嵐 勉

教授 農学部

准教授 農学部

准教授 保健管理センター

教授 全学教育機構

山下

市川

大石

杉山

柴

大島

秀一

尚志

祐司

晃

錦春

―里

教授

教授

教授

教授

教授

教授

附属病院

理工学部

理工学部

理工学部

理工学部

農学部

男

剛

三

弘

明

道

　

哲

英

隆

藤

坂

野

野

尾

近

岩

東

吉

松

佐賀大学名誉教授

佐賀大学名誉教授

佐賀大学名誉教授

佐賀大学名誉教授

佐賀大学名誉教授

理工学部

医学部

農学部

大学院工学系研究科

農学部

令和 4年 8月 3日
入和 4年 10月 6日

令和 4年 10月 16日

令和 4年 11月 17日

令和 5年 2月 6日

謹んでご冥福 をお祈 り申 し上げ
｀
ま報

1.1

2.10

3.24

4.4
4.13

4.20

4.26

6.8

佐賀大学同窓会会報 「楠の葉」第38号発行

(会報の郵送は年 1回のみ。 1月 発行の第38号会報

誌は同窓会ホームページで公開)

佐賀大学同窓会 「第 5回代表役員会」菱の実会館

佐賀大学学位記授与式 佐賀市文化会館

佐賀大学入学式 佐賀市文化会館

佐賀大学同窓会 「第 1回代表役員会」菱の実会館

佐賀大学同窓会 「春期定例役員会」

佐賀大学同窓会会報 「楠の葉」第39号編集委員会

佐賀大学同窓会 「第 2回代表役員会」菱の実会館

<今後の予定>
10.12 佐賀大学同窓会 「第 3回代表役員会」菱の実会館

10.19 佐賀大学同窓会 「秋期定例役員会」菱の実会館

1125 佐賀県青春寮歌祭 佐賀市エスプラッツホール

11.28 佐賀大学ホームカミングデー

(佐賀本庄キヤンパス)

12.14 佐賀大学同窓会 「第 4回代表役員会」菱の実会館

7.1 佐賀大学同窓会会報 「楠の葉」第39号発行

(会報誌は会員へ郵送 )

(

※新型コロナウイルス感染症

の状況で変更があります。)

今年度の「佐賀県青春春歌祭」|よ 開催予定です。

。日時 かわ5年 11月 25日 口 13時 30か～ 17時30分 ∝ 場無料)

。会場 佐賀市交流センター「エスプラッツホール」佐賀市白出2-7-1

佐賀大学もム場 します。合ってご参カロくださヽ !ヽ

エスプラッツ 3階

ご意見メ=ル等幕集 1 同窓会や会報についてのご意見をお寄せいただく場合は、郵送のほか電話またはE― mallでも受け付けております。

住所変更、お問い合わせ等がありましたら、佐賀大学同窓会ホームページ

「住所変更・お問い合わせはこちら」からお知らせください。
~Tel:0952-23-1253   Fax:0952-25-5700   E―

nlail:dousoukal@sadal.jp

を:i彗1太:学,ヮ|な1会ォームベージを′開きますと、トップベージに/2次の言葉がコにスリます。

「たて糸と  よこ糸で  織りなす佐大の人間模様」

たて糸は、『先輩後輩の繋がり』 よこ糸は『同期生の集まり』

中を開いていただきますと「佐賀大学同窓会」と「有朋会」「芸術地域デザイン学部同窓会」「楠葉同

窓会」「佐賀医科大学・佐賀大学医学部同窓会」「理工学部同窓会 (菱実会)」
「農学部同窓会」 6つの学

部同窓会の様々な活動の様子が記されています。是非ご覧になつてください。

(ホームページ)http1//sadaHp/alum∩ 1/
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